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十
月
十
四
日

㈮
、
宮
崎
市
民
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
第
五
十
八
回
宮

崎
市
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と

し
て
参
加
人
員
を
制
限
し
た
た

め
、
会
員
約
五
〇
〇
人
が
出
席

す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
竹
中
副
会
長
の
開
会

の
言
葉
で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱

（
静
聴
）、
物
故
会
員
へ
の
黙
と

う
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表
し

て
松
浦
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
次
に
、
清
山
宮
崎

市
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
（
帖

佐
副
市
長
が
代
読
）
を
い
た
だ

き
、
市
長
・
会
長
表
彰
へ
と
移

り
ま
し
た
。

　

表
彰
が
終
わ
り
、
鈴
木
宮
崎

市
議
会
議
長
か
ら
の
ご
祝
辞

（
外
山
宮
崎
市
議
会
常
任
文
教

民
生
委
員
会
委
員
長
が
代
読
）

な
ら
び
に
来
賓
紹
介
に
続
い

て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
大
宮
・
花
ヶ
島
悠

楽
会
の
吉
本
会
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
さ
ら
に
、
厚
地
宮
崎
県
共

同
募
金
会
宮
崎
市
共
同
募
金
委

員
会
会
長
に
対
し
松
浦
会
長
か

ら
募
金
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
新
規
加
入
ク
ラ
ブ

の
紹
介
が
あ
り
、
松
本
副
会
長

が
大
会
宣
言
を
高
ら
か
に
読
み

上
げ
満
場
一
致
の
拍
手
で
採

択
、
最
後
は
横
山
宮
崎
市
自
治

会
連
合
会
副
会
長
の
音
頭
に
よ

る
万
歳
三
唱
、
北
原
副
会
長
の

閉
会
の
言
葉
を
も
っ
て
式
典
は

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

演
芸
の
部
で
は
四
ク
ラ
ブ
が

出
演
し
、
ギ
タ
ー
合
奏
、
コ
ー

ラ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
一
昨

年
来
の
自
粛
ム
ー
ド
の
中
、
久

し
ぶ
り
の
集
い
に
笑
顔
が
溢
れ

る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

■優良老人クラブ会員
　山﨑　和彦（福島町福寿会）
　蓑部　義則（たから会）
　岩元　　勇（赤江さんさん親睦会）
　河口　秋幸（県住東ふれあいの会）
　松浦　博徳（上跡江愛郷クラブ）
　上村サエ子（ひまわり中西）
　橋本　　徹（東春田さんさんクラブ）

■優良老人クラブ団体
　浮田西ながいきクラブ（会長　久木元則男）
　嶋内長寿会（会長　日髙　敏雄）

宮崎市長表彰 第
58
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
開
催
！

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

山﨑　和彦 氏（福島町福寿会）

松浦会長

浮田西ながいきクラブ（久木元則男 会長）

（敬称略）
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■個人の部
　髙野　慶喜（権現白才会）
　原田　紀男（権現白才会）
　黒木　國益（青葉長生会）
　池田　京子（鶴島親和会）
　松尾　幸子（花ヶ島悠楽会）
　吉本　　博（花ヶ島悠楽会）
　浜砂ケイ子（自由ヶ丘さくら会）
　中原　基隆（阿波岐原高齢者クラブ）
　中原　良治（前浜浜ゆうクラブ）
　日髙　倫代（ハシテわかば会）
　冨永　哲弘（山崎町百才クラブ）
　松藤　澄子（中村長寿会）
　甲斐　政治（源藤 CGI クラブ）
　友松　孝行（大塚南ことぶき会）
　本山　三明（大塚台東 2丁目きらり会）
　甲斐　嗣男（大塚台西 1丁目むつわ会）
　林田　和子
　　（大塚台西 3丁目地区ひいらぎ会）
　仮屋　　章
（大塚台西 2丁目高齢者クラブくろがね会）

　押川　義克
（大塚台西 2丁目高齢者クラブくろがね会）

　酒井　　務
（大塚台西 2丁目高齢者クラブくろがね会）

　高山コテル
（大塚台西 2丁目高齢者クラブくろがね会）

　渋谷ミチル
（大塚台西 2丁目高齢者クラブくろがね会）

　上野　純子（赤江さんさん親睦会）
　田口タツヨ（新弥生会）
　吉尾　千里（新弥生会）
　遠矢　敦子
　　（希望ヶ丘高齢者クラブ希望の会）
　日髙　栄子（さんさんクラブ緑ヶ丘）
　久保　　誠（さんさんクラブ緑ヶ丘）
　藤高ツミ子（さんさんクラブ緑ヶ丘）
　屋良　　勝（さんさんクラブ緑ヶ丘）
　矢本美智子（さんさんクラブ緑ヶ丘）

　森　　　弘（県住ふれあいの会）
　横山　昭市（中富吉さんさんクラブ）
　津田　貞守（中富吉さんさんクラブ）
　日高　俊典（潮寿会）
　宮崎　圭子（潮寿会）
　池上　靖男

（リベラル一ツ葉さんさんクラブ）
　玉田恵美子

（リベラル一ツ葉さんさんクラブ）
　相井　弘子（久谷オモト会）
　矢野ヒトミ（久谷オモト会）
　大岩根征洋（小牧台福寿会）
　末吉　修身（小牧台福寿会）
　吉村　良夫（追手親睦会）
　脇田美保子（追手親睦会）
　村田　秀彦（さくら台さんさんクラブ）
　鎌田　京子（岡老人クラブ）

■団体の部
　さんさんクラブたらちね会

（会長　桑田　陸士）
　さんさんクラブ生目台東うぐいす会

（会長　北原　昭申）

■加入推進優秀賞
　月見ヶ丘おひとりさまの会

（会長　山﨑美代子）
　寿老人クラブ　　　　（会長　堤内　勝見）

■加入推進賞
　神宮西さんさんクラブ

（会長　堀口　哲昭）
　大塚台東 1丁目高齢者クラブひまわり

（会長　佐藤　郁夫）
　生目区高齢者クラブ　（会長　日高　忠治）
　おしゃべりサロン　　（会長　廣田美佐子）
　向町さんさんクラブ　（会長　野﨑　茂宏）

■新規クラブ
　さんさんクラブ生目台ギターアンサンブル

（会長　黒木まゆみ）
　さんさん生目ミニバレークラブ

（会長　金井　吉光）
　親睦会さんさんクラブ

（会長　川口　厚男）
　さんさんクラブくすの木グリークラブ

（会長　萩原　　至）

さんさんクラブ宮崎市会長表彰

吉本　　博 氏（花ヶ島悠楽会）

寿老人クラブ（堤内　勝見 会長）

生目区高齢者クラブ（日高　忠治 会長）

さんさんクラブたらちね会（瀧本多鶴子 氏）

（敬称略）
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　私達、さんさんクラブ宮崎市は、「健康・友愛・奉仕」
の全国三大運動を掲げ、一人ひとりが生きがいを持っ
て安心して暮らし、地域を豊かにするための多彩な活
動を展開してまいりました。
　しかしながら、近年の趣味や価値観の多様化、世代
交代などから、老人クラブへの新規加入者は減少し、
老人クラブを取り巻く環境は厳しいものになっており
ます。
　このため、活動の活性化と会員の増強に積極的に取
り組んできましたが、会員の減少と高齢化に歯止めは
かかっておりません。さらに、人との交流を阻害する
コロナ禍は、老人クラブ活動に強い逆風となっており
ます。
　このような状況の中で、本日ここに、さんさんクラ
ブ宮崎市の会員及び関係者が一堂に集い、第 58 回宮
崎市さんさんクラブ大会が開催されるにあたり、会員
一人ひとりが団結を深め、地域の担い手としての自覚
を持って、次の活動を実践することを宣言します。

一、 組織的な活動による健康と生きがいづくりへの取
り組み

一、高齢者同士が支え合う友愛活動の展開
一、若手リーダーの育成と組織の強化
一、 新会員の加入促進及び未組織地区におけるクラブ
の結成促進

一、 社会奉仕活動の推進による豊かで安心な地域づく
りへの貢献

一、世代間交流の推進と次世代人材の育成支援
一、交通安全意識の高揚と事故防止の一層の徹底

　　令和 4年 10 月 14 日
第５8回宮崎市さんさんクラブ大会

大  会  宣  言

さんさんクラブ生目台ギターアンサンブル

さんさんクラブくすの木グリークラブ さんさんクラブはまゆうコーラス

さんさんクラブレインボーコーラスみやざき

3年ぶりの演芸の部に、4クラブが出演！
ギター合奏、コーラスでステージを彩りました！

総勢約500名が出席し、笑顔あふれる大会に！

会場全員で万歳三唱

募金目録贈呈

赤い羽根共同募金

受賞者謝辞

励ましの言葉
帖佐宮崎副市長

来賓祝辞
外山宮崎市議会常任
文教民生委員会委員長



（ 4 ）第 89 号令和 4 年（2022年）11 月 30 日発行 さんさんクラブ宮崎市だより

　

毎
年
六
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
「
健
康
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
健
康
づ
く
り
研
究
会
代
表
の
日
𠮷
先
生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
認
知
機

能
の
低
下
や
認
知
症
発
症
予
防
に
効
果
的
な
運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と
実
技
を

市
内
四
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
参
加
人
数
に
制
限
を
設
け

る
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
感
染
予
防
へ
の
ご
協
力
も
あ
り
、
有
意
義

で
楽
し
い
研
修
会
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆ さんさんクラブ宮崎市 会員募集 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆
　さんさんクラブ宮崎市では、地域の仲間づくり
を目的に、健康づくりや介護予防のための活動、
趣味活動をはじめ、高齢者が相互に支えあう友愛
活動、子どもたちの見守りや美化活動など地域を
豊かにする社会貢献活動にも取り組んでいます。

仲間づくり・地域支えあい活動
　さんさんクラブ宮崎市で大切にしていることは、正しい知識、自分
に合った健康活動の実践、そして仲間です。
　これまでの活動の成果を生かし、会員から隣人へ、さらに地域へと
健康づくり・介護予防の輪を広げていきたいと考えています。
◆健康ウォーキング　◆いきいきクラブ体操
◆ニュースポーツなど

健康づくり・介護予防活動
　同世代による支えあい、次の世代との豊かな関係を育む取り組み。
人と人との関わりを通じて、笑顔のある町、安全・安心な地域づくり
を目指しています。
◆友愛活動　◆子ども見守り活動　◆世代間交流、伝承活動
◆ 環境美化、リサイクル、生産活動
◆文化、レクリエーション活動　◆サロン活動など

健康 友愛 奉仕

　

本
日
は
、
ご
多
忙
の
中
、
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
と
会
員
約
五
〇
〇

名
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
」
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
や
趣
味
を
通
じ
た
「
健
康
づ
く

り
・
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
」、
地

域
の
環
境
美
化
な
ど
の
「
社
会
奉
仕

活
動
」、
高
齢
者
同
士
の
「
助
け
合

い
・
支
え
合
い
活
動
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
無
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
年
半
に
わ
た

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
社

会
活
動
の
制
限
は
、
私
た
ち
「
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
と
は
相
対
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
要
因
と
す

る
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
や
孤
立
化

は
、
そ
の
身
心
を
衰
弱
さ
せ
、「
フ

レ
イ
ル
（
虚
弱
）」
の
進
行
を
招
き
、

健
康
寿
命
だ
け
で
は
な
く
余
命
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
憂
慮
の
念
を
禁
じ

得
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
政
府
も
経
済
・
社
会

活
動
に
軸
足
を
動
か
し
、
徐
々
に
行

動
制
限
を
緩
和
さ
せ
る
方
向
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
」
も
、
こ
れ
ま
で
の
言
わ
ば
空
白

を
埋
め
る
た
め
に
、
地
区
老
連
や
単

位
ク
ラ
ブ
で
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

は
、
感
染
対
策
に
留
意
し
、
工
夫
を

行
い
な
が
ら
、
会
員
が
参
加
出
来
る

機
会
を
な
る
べ
く
多
く
作
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
開
催
す
る
こ
と
を
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
の
役
員
会
や
諸
会
議
で

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
社
会
が
進

行
し
て
行
く
中
で
、
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
推
進
す
る
「
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会

の
中
で
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
会
員
増
強
と
共
に
地
域
の
支

え
手
と
し
て
の
活
動
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
み
、
こ
れ
に
応
え
て
行
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、

行
政
、
議
会
、
自
治
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
・
児
童
委
員
等
の
関

係
各
機
関
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
日
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
私
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
一
部
編
集
）

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

　
会
長
　
松
浦
　
博
徳

主
催
者
あ
い
さ
つ

第
58
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会

6/9　生目地区交流センター（32名参加） 6/21　清武文化会館（98名参加）

6/30　佐土原総合文化センター（40名参加）6/24　宮崎市民プラザ（81名参加）

令
和
４
年
度　

健
康
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
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「
第
五
十
八
回　

宮
崎
市
さ

ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
」
の
開
催

に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
、
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ま

れ
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
ま
し

て
、
本
市
が
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
、
各
種
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
市
の
高
齢
化
率
は
、

年
々
上
昇
し
、
今
年
九
月
現
在

で
、
二
八
、七
％
と
な
っ
て
お

り
、
医
療
や
介
護
に
係
る
給
付

費
の
増
大
や
介
護
の
担
い
手
不

足
な
ど
、
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
地

域
の
支
え
あ
い
は
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
の
さ

ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
を
基
本
理
念

と
し
、
健
康
づ
く
り
や
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
、
子
ど

も
達
の
登
下
校
時
に
お
け
る
見

守
り
活
動
、
ま
た
、
地
域
の
美

化
活
動
な
ど
、
様
々
な
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域

社
会
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
は
、
意
義
深
い
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ

ブ
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

こ
ら
れ
た
皆
様
を
表
彰
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。こ
の
表
彰
は
、

優
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
会

員
の
皆
様
や
、
ク
ラ
ブ
の
功
績

を
具
体
的
に
紹
介
す
る
こ
と

で
、
更
な
る
地
域
活
動
の
充
実

を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

す
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
祝
い

を
申
し
上
げ
、
な
お
一
層
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
、生
き
が
い
を
感
じ
、

魅
力
的
な
活
動
を
活
発
に
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
本
市
の

福
祉
施
策
の
推
進
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
の
ご
成
功

と
、
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、

そ
し
て
本
日
ご
参
加
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
四
年
十
月
十
四
日

宮
崎
市
長　

清
山　

知
憲（

代
読
）

◆ 原稿募集 ◆
　次号「さんさんクラブ宮崎市だより」第 90号に、会員皆さまから
の投稿をお待ちしています。市販の原稿用紙2枚（800字）以内に収め、
関連写真がありましたら添えていただければ幸いです。
　随想はおひとり 2題まで、文芸作品（俳句・短歌・川柳）は制限
いたしませんが、応募多数の場合は紙面の都合により割愛させていた
だく場合がございます。

※ 投稿の際は、地区名とクラブ名、住所、氏名、電話番号を、文芸作
品の場合は種類と優先順位も明記してください。

■原稿締切…令和 5年 5月 10日㈬
■ 宛　先…さんさんクラブ宮崎市事務局
　　　　　〒 880-0001
　　　　　宮崎市橘通西 1丁目 1番 2号　宮崎市民プラザ内
　　　　　☎ 0985-61-9970

（弁）えいらく法律事務所からのお知らせ

宮崎県弁護士会所属
弁護士法人えいらく法律事務所　弁護士　松田　幸子
宮崎市永楽町182－6　電話 0985－23－1355

えいらく法律事務所

毎年書きたい遺言書
　日本は世界の国々で初めて未曾有の超高齢化社会に入り、壮大な実験を
迫られています。人生の終章をどう生きるかが問われる時代となりました。

　寿命が分かるなら、節税をしつつきれいに生前贈与を終え、永代供養代
程度を残してあの世に旅立ちたいのですが、なかなかそうもいきません。
遺言を作成するときのお勧めは、相続税の申告書を作ってみて、相続税の
負担が過大でせっかくの遺言が有難迷惑にならないように考えることだそ
うです。もっとも、その時の税制や資産が死亡時も同じである保障はない
のですから、これすら絶対ではありません。

　自筆証書遺言は、安価で一番手軽な遺言書です。本文をすべて手書きし、
日付と氏名を記載し押印しなければなりませんが、最近の法改正で財産目
録のみはパソコンで作成できるようになったことはご承知かと思います
（但し、財産目録１頁ごとに遺言者が署名押印する必要があります）。様々
な手数料（預かり一件３９００円他）はかかりますが、法務局の自筆証書
遺言預かり制度もあります（家裁の検認が不要となります）。また、死亡
前後にわたって資産管理をデザインする家族（遺言）信託の利用も勧めら
れています。

　どんな方式にするにせよ、一番大事なのは前文ではないかと思います。
後世に託す最後のメッセージです。残すもののランクとして，「財は下、
名は中、人は上，言葉が最上」とのこと。

　「私は○○を大事に生きてきた。」「あなたに会えてよかった。」「おかげ
で豊かな楽しい人生だった。」「あなたに救われた。感謝している。」「あの
世からあなたの幸せを願っている。」などなどでしょうか。この前文を考
えると遺言書作成は楽しいのではないかと思います。後世へのラブレター
ですから毎年書き換えてもいいですね。それと、ネットで検索すると、遺
産からの寄付を求めるサイトが数多くあります。どれか自分の価値観にあ
うところに少し寄付するのもいいかもしれません。

　何も残せる財産がない方も、後世へのラブレターを書いてみると、日々
生きることが楽しくなるのではないでしょうか。

　
宮
崎
市
長
　
清
山
　
知
憲

励
ま
し
の
言
葉（市

長
あ
い
さ
つ
）

第
58
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会

第
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　私たちのクラブは、旧田野町時代、老人クラブの結成が相次いだ
昭和 38年に会員 35名で産声をあげました。現在 78名（男 33名、
女 45名）で会員皆が協力して活動しています。
　県・市さんさんクラブ・田野老連
に属し、各種の行事・諸活動に参加
しております。
　会員増については、さんさんクラ
ブ宮崎市大会で令和元年度から 3年
間「加入推進賞」、今年度は「優良老
人クラブ」として宮崎市長表彰を受けました。
　ここで、活動状況・内容等について紹介します。地域社会奉仕活
動で、当地区にあります「若宮八幡様・薬師様」の定期的な清掃。
健康づくりの一環として週 2回のグラウンド・ゴルフ練習、年 2
回の大会と定期的に整備・清掃を行っています。
　なお、練習場には四季の花々が咲き誇り心身共に癒されます。こ
の花々は、市景観課の「花のまちづくり」事業（年 2回の花苗配布）
の一環です。会員で、花植作業で汗を流した後は、その慰労でお楽
しみの「食事会」です。和気あいあいとにぎやかです。
　次に、班長と民生児童委員等との協力で、友愛訪問支援活動とし
て、生活援助・外出援助・話し相手など行い、地区サロン（わくわ
く広場）事業にも参加しております。

　会員の楽しみは、毎年実施
の日帰り研修（温泉施設等）
への小旅行ですが、ここ数年
コロナ禍の中苦慮しておりま
す。
　今回の受賞により「楽しい
クラブづくり」を合言葉に継
続・前進に努めます。

　当クラブは、「田野町さんさ
んクラブ連合会」に属します。
　昭和 44年 4月に結成し、現
在会員数は男 15 名、女 31 名
の 46名です。
　県・市老連および田野老連の
主催事業の研修会・健康づくり

の場等の各種事業に参加しております。
　令和 3年度、さんさんクラブ宮崎市「会員加入促進・クラブ活
性化推進運動月間」に伴い、田野老連会長と「田野町グラウンド・
ゴルフ協会」との話し合いの中、多くの会員が「寿老人クラブ」に

入会することになりました。
　今般、県大会において「会員拡大功労クラブ」として、県老連会
長表彰を受け、市大会では「加入推進優秀賞」として、市会長表彰
を受けることができました。これらを機に協会会員一同、早朝の練
習に励み、健康・生きがいづくり等に努め、「元気な高齢者」を目
指していきます。
　現在、「田野老連」主催
のグラウンド・ゴルフ大会
（年 2回開催）では、当日
の準備から運営、後片付け
等を積極的に行っていま
す。今後も「さんさんクラ
ブ事業」に参加・活動し、
新規会員の加入推進に努め
てまいります。

　浮田西ながいきクラブは、
生目の中心部浮田の西側、野
菜や花のハウスのある田園地
帯の老人クラブです。クラブ
員はボランティア精神に富
み、地域の環境整備や見守り
活動など大変頼りにされる存
在となっています。
　具体的には、毎月 15日早朝から浮田公民館の駐車場と神社周辺
の清掃、花壇の草取りなどをして、あと定例会で情報交換を行って
います。定例会の後、コロナ以前は他の地域の高齢者を交えて“サ
ロン菜の花会”（浮田福祉ボランティア）を開催していました。
　また、“生目っ子見守り隊”のメンバーとして、クラブ員が毎朝
小学校近くの交差点で登校生の見守りを行っています。さらに大谷
川の草刈り（パートナーシップ事業）や、ため池の草刈り（浮田の
環境と自然を守る会）にも積極的に参加しています。

　なお、会長が自宅近くに自ら整備し
たグラウンド・ゴルフ場は、笑い声が
絶えない場になっていますし、公民館
等で開催される“健幸運動教室”には
女性陣が参加して元気いっぱいです。
　会長の久木元氏は、平成 20年、60

歳でクラブの会計を頼まれ、平成 22年に前会長が引退して後継者
がいなくて解散の危機に瀕したとき、62 歳で会長を引き受けて、
60名前後だった会員を 80名を超えるクラブに発展させました。
　クラブ員の協力もありますが、浮田ボランティアの会長でもある
氏の骨身を惜しまぬ行動は皆が称賛するところです。
　コロナが落ち着いたら、“ふれあい会食会”や“カラオケ大会”、
クラブの年 3回の“日帰り旅行（研修）”など実施したいそうです。

田野地区　嶋内長寿会　会長　日髙　敏雄

田野地区　寿老人クラブ　会長　堤内　勝見

生目地区さんさんクラブ連合会　副会長　田尻　洋紀

優良老人クラブ

加入推進優秀賞
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　今年度から、さんさんクラ
ブの輪に加わりました「くす
の木グリークラブ」です。合
唱経験はなく、音符も完全に
は読めない者がほとんどです
が、やさしい女性指導者お二
人の手ほどきを受けながら、
今まで約 10年間ハーモニー

づくりを楽しんでいます。歌っているのは童謡・唱歌などの季節の
歌やちょっと頑張らないといけない歌曲などです。
　中央公民館で月 1回集まりさえずっています。笑いに包まれる
丁寧な指導の 2
時間です。誰で
も歌えるように
なります。どう
ぞお越しくださ
い。お待ちして
います。

広域クラブ さんさんクラブくすの木グリークラブ 会長　萩原　　至

団体の部

　児童の登下校の見守り活動・ひとり
暮らしの高齢者訪問・清掃活動・資源
物や廃油の回収活動・地域の夏祭り等
への協力を通して地域社会に貢献する
とともに、会員の健康増進活動に取り
組んでいます（写真は「筋力アップ体
操」の様子です）。また、自治会と連携しながら会員加入促進の活
動を行っています。

　声かけ運動 ･花いっぱい運
動 ･清掃活動 ･地域の行事へ
の協力を行うとともに、会員
の健康増進や趣味・文化の体
験活動にも取り組んでいます
（写真は 9月に初めて開催し
た「盆景教室」の様子です）。
また、自治会と連携しながら

会員加入促進の活動を行うとともに、会則に“高齢者（85歳以上）
会員の誕生祝い”の項目を設け、高齢者会員の満足度向上にも取り
組んでいます。
※ 盆景とは、お盆や器を土台として、
土や砂・石・苔・草木などを配置し
て自然のさまざまな情景を造形し、
それを鑑賞する趣味・伝統芸術です。

東大宮地区　さんさんクラブたらちね会　会長　桑田　陸士 生目台地区 さんさんクラブ生目台東うぐいす会 会長　北原　昭申
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　第 21回さんさんクラブ宮崎スポーツ大会【主催：（公財）宮崎県老人クラブ連合会　会長：
松浦博徳】が、10月 19 日㈬にひなた宮崎県総合運動公園で開催されました。吹く風もさわや
かな秋晴れの中、参加された皆さまはお互いに励まし合いながら、晴れやかな気持ちでプレーを
楽しんでおられました。
　グラウンド･ゴルフの部は、県内21市町村の老連から79チームが参加（宮崎市からは25チー
ムが参加）し、A・B・C・Dの 4パートに分かれ 16ホールで日頃鍛えた腕を競い合いました。
熱戦の結果、宮崎市では、Aパートで生目地区の日高貞秋さんが優勝、Bパートで広瀬地区の中
野正治さんが 3位、Cパートで中央東地区の川越哲雄さんが優勝、Dパートで赤江地区の名倉
美子さんが優勝という好成績を収められました。最後に、各パート優勝者によるプレーオフが行
われ、川越さんが総合優勝を勝ち取られました。
　また、宮崎市から久々にチームが出場したゲートボールの部は、県内の 8市町村の老連から
12チームが参加して開催され、北地区の糸原チームが見事優勝されました。
　今回受賞された皆さま、誠におめでとうございました。来年度は、今大会では宮崎市からの出
場チームがなかった四半的弓道とペタンクの部への参加をお待ちしております。

令和４年度
第２１回  さんさんクラブ宮崎スポーツ大会

晴れやか好プレー！ 優勝おめでとうございます！

【ゲートボールの部 優勝】
糸原チーム

【グラウンド・ゴルフの部 優勝】
川越哲雄さん・名倉美子さん・日高貞秋さん
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■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
あ
お
ば
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
会
長
　
渡
辺
　
義
照
）

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

　
平
木
　
　
香
（
鶴
島
親
和
会
）

　
井
園
九
州
男
（
久
谷
オ
モ
ト
会
）

　
竹
下
　
禎
英
（
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
む
つ
み
会
）

⒈
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
永
年
勤
続
功
労
者

　
後
藤
　
良
子
（
大
塚
台
東
1
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
）

　
友
清
　
義
久
（
大
塚
台
東
1
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
）

　
杉
尾
　
泰
弘
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会
）

　
井
上
　
末
美
（
北
中
老
人
ク
ラ
ブ
百
寿
会
）

　
石
川
　
昌
子
（
東
花
ヶ
島
平
寿
会
）

⒉
会
員
加
入
促
進
功
労
賞

⑴
会
員
拡
大
功
労
ク
ラ
ブ

　
月
見
ヶ
丘
お
ひ
と
り
さ
ま
の
会
（
会
長
　
山
﨑
美
代
子
）

　
寿
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長
　
堤
内
　
勝
見
）

⑵
新
規
発
足
ク
ラ
ブ

　
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
生
目
台
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（
会
長
　
黒
木
ま
ゆ
み
）

　
さ
ん
さ
ん
生
目
ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ（

会
長
　
金
井
　
吉
光
）

　
親
睦
会
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
　
　
　
　（
会
長
　
川
口
　
厚
男
）

　
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
あ
や
と
り
同
好
会

（
会
長
　
中
武
　
英
則
）

　
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
は
ま
ゆ
う
コ
ー
ラ
ス（会

長
　
後
藤
万
里
子
）

　
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
く
す
の
木
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
会
長
　
萩
原
　
　
至
）

（
敬
称
略
）

宮
崎
県
知
事
表
彰

宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

「第４７回　宮崎県さんさんクラブ大会」が９月３０日㈮に宮
崎市民文化ホールにおいて開催され、宮崎市老人クラブ連
合会からも下記の皆様が表彰されました。

　

今
般
、
宮
崎
県
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
に
お

い
て
、「
優
良
老
人
ク

ラ
ブ
」
と
し
て
、
県
知

事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
「
あ
お
ば
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
」
で
す
。

　

昭
和
四
十
一
年
に
結

成
さ
れ
、
今
年
で
五
十

六
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
間
自
治
公
民
館
と
一
体
に
な

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
公
民
館
、
馬
頭
観
音

様
、
地
域
内
等
の
清
掃
活
動
を
継

続
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

世
代
間
交
流
と
し
て
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
餅
つ
き
大
会
な

ど
子
供
会
と
一
緒
に
大
に
ぎ
わ
い

で
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
少

子
化
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
の
児
童
は
、
皆
バ

ス
で
通
学
し
て

お
り
ま
す
が
、

2
6
9
号
線
の

通
学
時
間
帯
は

特
に
交
通
量
が

多
く
安
全
な
横

断
の
た
め
の
見

守
り
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
毎
日

顔
を
合
わ
せ
て

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
合
っ
て
、

バ
ス
を
待
つ
間
が
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
お
ば
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
は
農

業
の
方
が
多

く
、
今
も
現

役
で
元
気
に

い
ろ
ん
な
作

物
を
作
っ
て

多
忙
な
毎
日

を
送
っ
て
お

り
ま
す
。
米
・
大
根
・
き
ゅ
う

り
・
ニ
ン
ジ
ン
・
里
芋
な
ど
近
所

に
住
ん
で
い
る
と
た
く
さ
ん
頂
き

ま
す
。
良
い
お
付
き
合
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
行
事
に
も

協
力
的
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

旅
行
、
サ
ロ
ン
、
温
泉
旅
行
、
花

植
え
、
募
金
活
動
な
ど
へ
参
加
し

て
い
ま
す
。
参
加
で
き
な
い
理
由

に
、
病
院
受
診
・
検
査
の
日
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
日
と
重
な
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
の
方
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
声
掛
け
見
守
り

に
気
を
配
り
、
毎
月
行

わ
れ
る
ク
ラ
ブ
長
会
・
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
に
は
参
加

し
、
必
ず
班
長
を
通
じ
た

り
集
ま
っ
て
サ
ロ
ン
風
に

し
た
り
し
て
伝
え
る
よ
う

に
し
、
充
実
し
た
活
動
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

受賞を機に活動を新たに

田野地区　あおばさんさんクラブ
会長　渡辺義照
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◆
大
塚
地
区　

小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
む
つ
み
会

　

新
地　

セ
ツ

ひ
ま
わ
り
は
肩
組
合
っ
て
太
陽
の

　

シ
ャ
ワ
ー
浴
び
て
か
満
開
育
ち

太
陽
に
感
謝
忘
れ
て
攻
撃
す

　

こ
の
星
淚
も
う
限
界
か

爆
発
の
雲
間
か
ら
見
る
太
陽
は

　

世
界
平
和
が
見
え
隠
れ
し
て

ア
ア
ー
微
風
和
平
吹
く
風
ほ
ほ
を
撫
で

　

凍
っ
た
心
解
け
和
ら
ぐ
か

こ
の
猛
暑
お
日
様
苦
言
顔
歪
め

　

我
の
勢
で
は
な
い
と
嘆
く
や

こ
の
星
の
水
と
空
気
と
こ
の
自
然

　

壊
す
事
な
く
子
供
達
え
と

日
々
め
く
り
命
め
く
り
の
日
々
な
れ
ど

　

コ
ロ
ナ
退
治
の
時
を
待
ち
わ
び

◆
生
目
台
地
区　

た
か
ら
会

濱
田　

睦
子

コ
ロ
ナ
減
り
歩
く
家
族
ら
軽
快
に

　

我
れ
は
二
周
ぞ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
決
意
し
て
歩
く
夕
方
は

　

俺
の
番
だ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル

声
出
し
て
走
る
園
児
の
可
愛
さ
は

　

コ
ロ
ナ
が
負
け
て
逃
げ
る
広
場
に

ソ
ー
メ
ン
が
美
味
し
か
っ
た
と
娘
婿

　

ス
マ
ホ
が
結
ぶ
日
本
と
ソ
ウ
ル

ド
ル
チ
エ
か
ら
出
る
コ
ー
ヒ
ー
に
舌し
た

鼓つ
づ

み

　

夏
の
合
い
間
の
わ
ず
か
な
時
間

気
負
わ
ず
に
ダ
メ
ダ
メ
思
考
取
り
止
め
て

　

グ
ッ
ド
思
考
に
切
り
替
え
る
日
々

◆
清
武
地
区　

岡
老
人
ク
ラ
ブ

森
田
セ
ツ
子

「
夏
ま
つ
り
」

三
年
ぶ
り
の
町
夏
ま
つ
り
の
人
だ
か
り

　

コ
ロ
ナ
予
防
の
何
処
吹
く
風
よ

大
空
に
パ
ッ
と
咲
き
た
る
大
花
火

　

心
の
憂
さ
が
ア
ー
ッ
と
消
え
た
り

「
台
風
14
号
」

台
風
の
眼
の
上
陸
に
一
昼
夜

　

暗
が
り
に
聞
く
大
暴
風
雨
音

暴
風
の
吹
き
荒
る
る
度
に
剥
れ
ゆ
く

　

タ
キ
ロ
ン
屋
根
の
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ン

◆
匿
名
希
望

や
る
気
は
あ
れ
ど
体
動
か
ず
80
才

友
愛
・
健
康
・
奉
仕
も
体
動
か
ず
80
才

奉
仕
活
動
も
継
続
で
意
味
が
あ
る

終
活
も
高
齢
者
に
は
荷
が
重
い

退
職
者
そ
の
場
に
な
く
て
は
事
な
さ
ず

ひ
た
す
ら
に
黙
々
と
や
っ
た
者
ほ
ど
忠
義
な
り

豊
か
さ
が
も
た
ら
す
弊
害
数
多
く
ス
マ
ホ

未
だ
に
新
コ
ロ
ナ
よ
り
怖
い
妻
の
顔

こ
こ
に
来
て
夫
婦
は
他
人
と
知
る
私

年
金
も
物
価
髙
に
は
勝
て
ま
せ
ん

ス
ナ
ッ
プ
写
真
見
る
と
体
形
崩
れ
る
高
齢
者

先
が
な
い
今
も
ボ
ー
っ
と
過
ご
す
今

認
知
症
知
っ
て
も
ら
っ
て
一
安
心

命
が
け
コ
ロ
ナ
に
か
か
り
休
み
た
い

j
y
o
u
k
u
は
相
手
見
て
言
え
後
始
末

原
稿
を
出
し
て
と
い
わ
れ
て
腹
が
出
る

川
柳
も
人
生
訓
と
悟
今

◆
大
宮
地
区　

花
个
島
悠
楽
会

作
前　

克
己
︵
95
歳
︶

「
仙
舟
倒
影
涵
魚
藻　

畫
棟
銷
香
落
燕
泥　

馮
延
登
の
句
」

仙せ
ん
し
ゅ
う
か
げ

舟
影
を
倒
さ
か
さ
ま

に
し
て
魚ぎ
ょ
そ
う藻
を
涵ひ
た

し
、
画
棟

香
を
銷
し
て
燕
泥
を
落
と
す
。
美
し
い
遊
覧

船
が
魚
の
隠
れ
て
い
る
水み
ず
も藻
に
逆
さ
ま
に
映

り
、
彩
色
し
た
棟む
な
ぎ木
に
燕
が
巣
を
作
る
た
め

に
運
ぶ
泥
が
落
ち
て
香
り
が
消
え
る
。

•
仙
舟
＝
華
麗
に
装
飾
し
た
遊
覧
船
。

•
魚
の
隠
れ
て
い
る
水
藻
。

　

花
个
島
悠
楽
会
は
昭
和
五
十

三
年
に
発
足
し
四
十
四
年
の
歴

史
の
浅
い
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
で

す
。
現
在
は
三
十
九
名
の
会
員

で
す
。
新
興
住
宅
地
で
公
民
館

も
な
く
地
区
の
敬
老
会
も
近
く

の
公
民
館
を
借
り
て
、
一
週
間

遅
れ
の
敬
老
会
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
ん
な
地
区
で
す
が
、

花
个
島
悠
楽
会
は
毎
年
の
総
会

を
公
園
の
桜
の
下
で
自
治
会
長

さ
ん
も
招
待
し
花
見
弁
当
持
参

で
行
っ
て
い
ま
す
。
欠
席
者
に

は
、
安
否
を
兼
ね
て
弁
当
を
届

け
て
お
り
ま
す
。

◆
今
年
は
初
め
て
の
試
み
で
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
と
し

て
、
公
園
で
の
七
夕
飾
り
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

願
い
ご
と
な
ど
、
各
自
三
日

前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
飾
っ
て
も

ら
い
、
参
加
者
に
お
土
産
を
用

意
し
ま
し
た
。
約
四
十
名
の
幼

児
・
小
学
生
の
参
加
で
親
子
と

も
に
喜
ば
れ

ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に

会
員
も
童
心

に
帰
り
願
い

ご
と
が
多
か

っ
た
で
す
。

四
本
の
七
夕

飾
り
が
見
事
で
し
た
。
大
宮
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
子
供

の
福
祉
の
心
育
成
活
動
」
よ
り

助
成
金
を
頂
い
た
の
で
日
本
の

伝
統
行
事
と
し
て
来
年
度
も
ぜ

ひ
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
毎
月
の
悠
楽
会
だ
よ
り
の
発

行
で
す
。

　

会
員
紹
介
を
兼
ね
て
顔
写
真

を
載
せ
て
、
出
身
地
や
学
校
時

代
の
こ
と
、
戦
争
中
の
体
験
や

親
か
ら
聞
い

た
こ
と
な
ど

を
取
り
混
ぜ

て
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。

施
設
へ
入
所

の
方
か
ら
も

原
稿
が
届
き

ま
す
。面
会
が
で
き
な
い
現
在
、

受
付
ま
で
会
長
が
会
報
を
毎
月

届
け
て
友
愛
訪
問
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
様
子
や
活
動
が

良
く
分
か
る
会
報
︻
悠
楽
会
だ

よ
り
︼
を
み
ん
な
楽
し
み
に
待

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
毎
年
、
年
度
末
、
役
員
で
約

二
百
部
の
自
治
会
総
会
資
料
を

作
成
し
て
事
業
収
入
を
あ
げ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
・
歩
こ
う
会
の
参
加
、

月
一
回
の
地
区
内
公
園
の
花
壇

の
手
入
れ
、
ト
イ
レ
掃
除
等
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的

で
す
。
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎

作
品
展
示
会
に
向
け
て
、陶
芸
・

絵
画
・
書
道
・
ク
ラ
フ
ト
等
今

か
ら
構
想
を
練
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。人
数
は
少
な
い
け
ど
、

行
事
の
参
加
者
、
物
品
販
売
・

展
示
会
出
品
な
ど
協
力
者
の
多

い
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

月
に
一
度
の
役
員
会
で
友
愛

活
動
記
録
表
を
も
と
に
、
皆
で

会
員
の
安
否
を
把
握
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
新
規
加
入
者
が

少
な
い
の
が
寂
し
い
で
す
。

大宮地区　花ヶ島悠楽会
副会長（女性部長）  松尾　幸子

季節行事の催しと
毎月の会報発行

私 た ち の ク ラ ブ 活 動 紹 介

︵
余よ
ご呉
↓
日
本
の
湖
︶

花ヶ島悠楽会七夕まつり　2022.7.7
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皆
さ
ん
、
自
分
の
延
命
治
療
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
を
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
今
年
の

二
月
、
自
宅
に
て
食
事
中
突
然
意

識
も
う
ろ
う
と
な
り
家
族
に
心
配

を
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
家
族
で
食
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
場
に
い
た
長
男

の
対
応
で
救
急
車
を
呼
び
、
市
内

某
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
即

入
院
と
な
り
入
院
中
は
体
を
ベ
ッ

ド
に
拘
束
さ
れ
、
言
動
も
支
離
滅

裂
な
言
葉
を
発
し
て
生
死
を
さ
ま

よ
っ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
時
は

延
命
処
置
を
す
る
か
否
か
家
族
に

委
ね
る
状
態
ま
で
な
っ
て
い
た
と

聞
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
ド
ク
タ
ー
の
献

身
的
な
治
療
に
よ
っ
て
、
八
十
二

日
ぶ
り
の
五
月
六
日
退
院
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
退
院
後
は
意

識
障
害
も
な
く
完
全
に
回
復
し
て

お
り
、
ま
た
日
常
生
活
も
問
題
な

く
自
分
の
意
志
を
表
明
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
際
自
分

の
延
命
処
置
に
対
し
て
考
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

考
え
ま
す
と
小
生
も
今
年
三
月

八
十
三
歳
を
迎
え
、
今
回
と
同
じ

よ
う
な
突
発
的
な
難
病
（
原
因
不

明
）
が
再
発
す
る
か
予
測
で
き
な

い
年
齢
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
基
本
的
に
は
自
宅
で
の
最
期
を

希
望
し
、
老
衰
で
天
寿
を
全
う
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

れ
が
難
し
い
場
合
担
当
医
師
と
家

族
の
間
に
て
延
命
に
つ
い
て
相
談

す
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
最
終
期
の
家
族
間
の
打
ち

合
わ
せ
は
複
雑
な
思
い
も
あ
り
、

な
か
な
か
結
論
が
出
せ
な
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
今
は
自
分
の
意

志
を
ハ
ッ
キ
リ
と
表
明
で
き
る
の

で
自
分
の
延
命
処
置
に
対
す
る
考

え
、
希
望
を
文
書
化
し
自
分
自
身

の
千
秋
楽
を
迎
え
よ
う
と
思
い
、

自
署
押
印
し
て
家
族
に
渡
し
ま
し

た
。

　

私
が
憲
法
を
学
ん
だ
の
は
二
十

歳
の
頃
で
あ
る
。
職
業
教
育
の
場

で
憲
法
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
当
時
、「
憲
法
の
前
文
」
を

暗
唱
す
る
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。

必
死
で
暗
唱
し
た
記
憶
が
あ
る
。

お
か
げ
さ
ま
で
今
で
も
「
日
本
国

民
は
正
当
に
選
挙
さ
れ
…
」
と
口

を
つ
い
て
出
て
く
る
か
ら
不
思
議

だ
。
前
文
が
非
常
に
大
事
な
意
味

を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
教
え

ら
れ
た
。
そ
れ
は
敗
戦
後
、
日
本

が
ど
の
方
向
へ
向
か
う
の
か
決
意

表
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
憲
法
九
条
（
戦
争
の
放

棄
）
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
憲

法
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
平

和
憲
法
と
言
わ
れ
る
所
以
で
も
あ

る
。
か
つ
て
、
日
本
が
戦
争
を
行

っ
た
反
省
か
ら
二
度
と
戦
争
は
し

な
い
。
武
器
も
軍
隊
も
持
た
な
い

と
、
ま
る
で
丸
腰
で
す
と
宣
言
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
丸
腰

は
簡
単
に
は
撃
た
れ
な
い
と
信
じ

る
向
き
も
あ
る
が
、
現
実
の
世
界

は
厳
し
い
。
ロ
シ
ア
が
い
き
な
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
な
ど
信

じ
ら
れ
な
い
世
の
中
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
日
本
の
現
状
を
見
る

と
、
日
本
は
確
か
に
丸
腰
に
な
っ

て
い
る
が
、
現
実
に
は
米
国
と
の

安
全
保
障
条
約
を
結
ん
で
核
の
傘

の
下
に
守
ら
れ
て
い
る
。
世
界
で

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、

核
禁
止
条
約
に
加
盟
で
き
な
い
の

も
、
こ
の
辺
り
の
問
題
が
あ
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
い
つ
核
が
飛
ん
で
く
る

の
か
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
く
る

の
か
心
配
で
は
あ
る
が
、
肝
心
な

こ
と
は
絶
対
に
戦
争
は
や
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本

が
米
国
の
核
の
傘
の
下
に
あ
る
限

り
、
日
本
が
丸
腰
だ
と
宣
言
し
て

も
、
米
国
の
同
盟
国
と
し
て
、
ミ

サ
イ
ル
や
核
の
攻
撃
は
避
け
ら
れ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
国
連
の

動
き
を
見
て
も
、
安
保
理
で
世
界

を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
は
、
不

可
能
に
近
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
あ
る

が
、
日
本
は
も
う
一
度
全
世
界
に

「
丸
腰
で
あ
り
戦
争
は
絶
対
や
ら

な
い
国
」
で
あ
る
こ
と
を
強
く
発

信
し
て
は
ど
う
か
。
そ
し
て
全
世

界
か
ら
信
頼
を
得
る
た
め
に
は
、

核
の
傘
の
下
か
ら
外
へ
出
て
、
真

の
意
味
で
丸
腰
に
な
る
勇
気
を
持

つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
世
の

中
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
が
、
二
度
と
戦
争
の

惨
禍
を
見
な
い
た
め
に
。

　
〝
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て

思
う
も
の
〟
と
歌
っ
た
歌
人
が
い

ま
し
た
が
、
近
く
に
住
ん
で
い
る

人
よ
り
も
、
遠
く
離
れ
て
い
る
人

の
方
が
、
ふ
る
里
を
想
う
気
持
ち

が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
な

ん
と
心
に
染
み
る
詩
歌
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
う
い
う
私
は
八
十
六
歳
、
村

外
に
出
て
は
や
七
十
六
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
私
の
出
身
地
は
、
西
米

良
村
小
川
村
で
す
。
私
と
山
村
で

の
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。
幼
い

こ
ろ
の
こ
と
を
い
ま
だ
に
は
っ
き

り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

戦
後
ま
も
な
く
母
親
が
病
に
倒

れ
、
四
人
の
子
ど
も
が
残
り
ま
し

た
。
父
は
郷
里
西
米
良
村
の
祖
父

母
の
家
に
長
男
の
私
を
預
け
、
次

男
と
妹
の
二
人
を
父
の
姉
に
預
け

た
の
で
し
た
。
母
は
、
戦
後
の
食

糧
難
に
四
人
の
子
ど
も
を
抱
え
栄

養
失
調
で
病
に
侵
さ
れ
、
昭
和
二

十
二
年
三
十
八
歳
で
、
父
の
勤
務

地
延
岡
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し

た
。
私
が
小
学
三
年
生
の
時
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
九
年
間
、
西
米
良

中
学
校
小
川
分
校
で
の
生
活
が
わ

が
人
生
の
原
点
の
地
で
あ
り
ま

す
。わ
が
故
郷
米
良
は
、緑
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
の
村
で

あ
り
ま
す
。
礼
節
を
わ
き
ま
え
年

配
者
を
敬
い
、人
と
の
和
を
尊
び
、

自
然
と
調
和
の
中
に
「
カ
リ
コ
ボ

ー
ズ
」
の
存
在
を
信
じ
る
ロ
マ
ン

と
人
間
性
あ
ふ
れ
る
村
、
そ
ん
な

思
い
が
す
る
里
で
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
ふ
る
里

を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

つ
ら
い
と
き
、悲
し
い
と
き
に「
負

け
て
た
ま
る
か
」
の
一
言
で
ふ
る

里
の
山
々
を
思
い
出
し
て
は
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。
ふ
る
里
に
は
そ

ん
な
不
思
議
な
力
と
優
し
さ
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
〝
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
〟

と
言
う
が
、
そ
ん
な
米
良
地
方
に

九
百
年
の
歴
史
を
誇
る
米
良
山
中

で
、
い
か
な
る
戦
乱
の
世
で
あ
っ

て
も
国
の
た
め
、
民
の
た
め
、
主

君
の
た
め
に
は
喜
ん
で
犠
牲
と
な

り
奉
仕
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
ま
さ

し
く
カ
リ
コ
ボ
ー
ズ
に
か
さ
れ
た

化
身
の
姿
で
あ
る
よ
う
で
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

八
月
初
め
の
某
日
、
よ
う
や
く

暑
い
一
日
が
暮
れ
た
七
時
す
ぎ
、

〝
あ
ー
ら
我
が
き
み
、

陽
も
は
や
西
山
に
傾

き
夕
餉
の
支
度
も
と

と
の
い
た
れ
ば
…
〟

と
落
語
の
演
目
「
た

ら
ち
ね
」
の
一
節
を

口
に
し
な
が
ら
、
一

日
の
う
ち
で
一
番
楽

し
み
な
ば
ん
し
ゃ
く
（
漢
字
で
は

晩
酌
）
を
た
し
な
む
時
間
の
到
来

で
あ
る
。

　

長
年
飲
み
な
れ
た
安
酒
を
愛
用

の
オ
チ
ョ
コ
で
人
肌
の
燗
に
チ
ン

し
て
、
お
も
む
ろ
に
チ
ビ
リ
チ
ビ

リ
や
り
始
め
、
今
日
一
日
の
出
来

事
を
あ
の
有
名
な
エ
テ
公
の
太

郎
・
次
郎
み
た
い
に
反
省
し
な
が

ら
、
若
い
こ
ろ
の
出
来
事
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
こ
の
習
慣
は
も
う

何
十
年
以
上
も
続
く
長
寿
日
課
で

あ
る
。
杯
を
重
ね
な
が
ら
宝
く
じ

で
一
億
円
が
当
た
っ
た
ら
さ
て
ど

う
し
た
も
の
か
…
と
あ
り
も
し
な

い
こ
と
を
想
像
た
く
ま
し
く
思
い

巡
ら
し
な
が
ら
悦
に
入
っ
て
い
る

途
端
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
侵
入

し
た
一
個
小
隊
の
ブ
ヨ
が
素
早
い

動
き
で
徘
徊
を
始
め
る
。
女
房
不

在
の
た
め
不
慣
れ
な
手
つ
き
で
調

理
し
た
大
事
な
さ
か
な
の
周
り
で

チ
ョ
コ
マ
カ
と
動
く
の
は
誠
に
不

愉
快
で
あ
る
。
先
制
防
御
の
た
め

手
の
ひ
ら
を
合
わ
せ
て
バ
ン
と
や

る
か
指
先
で
捕
獲
を
試
み
る
が
、

彼
ら
は
先
天
的
能
力
を
駆
使
し
て

逃
避
行
動
を
行
う
の
で
撃
破
す
る

の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
彼
ら
に
一

言
苦
言
を
呈
し
、
説
教
を
た
れ
て

や
る
。

「
こ
ら
！ 

我
が
ど

ま
、
今
何
時
じ
ゃ

と
思
ち
ょ
っ
と

か
。
仕
事
つ
す
る

時
間
な
済
ん
じ

ょ
っ
と
じ
ゃ
ろ

が
。
は
よ
戻
っ
て

寝
れ
ば
い
つ
に
、
い
つ
ま
っ
で
ん

こ
き
居
る
か
り
叩
っ
殺
さ
れ
に
ゃ

い
か
ん
と
ど
。
俺
が
ひ
し
て
じ
ぇ

一
番
待
っ
ち
ょ
っ
た
時
間
じ
ゃ
か

り
、
あ
ん
ま
り
や
け
こ
つ
言
わ
す

ん
な
よ
。
我
が
ど
ん
に
も
も
母
ち

ゃ
ん
や
ら
子
ど
ん
が
お
っ
と
じ
ゃ

ろ
が
。
き
ゅ
は
こ
ん
ま
ま
戻
ら
す

る
か
り
、
あ
し
て
か
り
ゃ
来
た
ら

い
か
ん
ど
」

　

こ
の
よ
う
に
優
し
く
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
説
教
し
て
帰
し
た
つ

も
り
が
、
次
の
日
も
や
っ
て
き
て

丹
精
込
め
た
さ
か
な
を
狙
い
始
め

て
い
る
。
そ
し
て
招
か
ざ
る
敵
に

一
発
必
殺
の
攻
撃
を
敢
行
し
、
成

果
未
遂
と
分
か
れ
ば
説
教
が
始
ま

る
。
な
ぜ
来
る
の
だ
ろ
う
か
と
よ

く
考
え
て
み
た
ら
、
ど
う
も
私
の

郷
里
の
方
言
で
は
理
解
で
き
な
い

ら
し
い
。
そ
こ
で
共
通
語
に
翻
訳

す
れ
ば
、

「
こ
ら
！ 

お
前
た
ち
は
今
何
時
だ

と
思
っ
て
い
る
の
か
。
勤
務
時
間

は
過
ぎ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
が
。
早

く
帰
っ
て
寝
れ
ば
い
い
の
に
、
い

つ
ま
で
も
こ
こ
に
い
る
か
ら
叩
き

殺
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ

よ
。
俺
が
一
日
の
う
ち
で
一
番
待

っ
て
た
時
間
だ
か
ら
、
あ
ま
り
や

か
ま
し
い
こ
と
を
言
わ
せ
な
い
で

よ
。
お
前
た
ち
に
も
奥
さ
ん
や
子

ど
も
が
い
る
ん
だ
ろ
う
。
今
日
は

こ
の
ま
ま
帰
す
か
ら
、
明
日
か
ら

は
来
た
ら
い
か
ん
よ
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

彼
ら
な
り
に
自
己
防
衛
の
た
め

に
、
食
う
た
め
に
、
子
孫
を
残
す

た
め
に
死
の
リ
ス
ク
を
負
い
な
が

ら
懸
命
に
生
き
る
道
を
探
り
生
活

し
て
い
る
。「
一
寸
の
虫
に
も
五

分
の
魂
」
と
い
う
が
、
身
長
二
ミ

リ
に
も
満
た
な
い
彼
ら
に
も
命
と

魂
と
が
あ
り
、
生
き
る
権
利
を
も

っ
て
、
ま
た
こ
の
世
に
生
き
と
し

生
き
る
者
も
す
べ
て
が
こ
の
権
利

を
主
張
し
て
こ
の
世
に
存
在
し
て

い
る
。
無
常
に
命
を
奪
う
こ
と
は

自
然
の
摂
理
に
反
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
語
る
私
は

殊
勝
な
人
間
と
思
い
き
や
、
再
び

現
れ
た
彼
ら
に
必
殺
技
の
攻
撃
を

始
め
る
。
そ
れ
で
も
運
よ
く
生
き

永
ら
え
た
彼
ら
の
幸
運
を
祝
い
、

さ
ら
な
る
杯
を
重
ね
る
毎
日
で
あ

る
。

僕
の
千
秋
楽（
延
命
治
療
に
つ
い
て
）

世
界
平
和
へ
の
夢

晩
酌
タ
イ
ム
の
騒
動
記

「
カ
リ
コ
ボ
ー
ズ
」
の
住
む
里

大
坪
南
な
か
よ
し
会

藤
田　
　

薫

第
３
池
田
台
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

富
永　

澄
郎

下
北
方
南
豊
寿
会

渡
辺　

寿
夫

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
橋
３
丁
目

菊
池　

武
志

大淀地区

清武地区

大宮地区

中央西地区

会
員
の
ひ
ろ
ば

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
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コ
ロ
ナ
の
影
響
で
閉
じ
こ
も

り
気
味
の
気
分
転
換
に
〝
健
康

と
友
愛
活
動
〞
の
一
環
と
し
て

市
民
の
森
に
て
檍
老
連
の
歩
こ

う
会
を
開
催
（
六
月
八
日
）。

参
加
者
一
三
二
名
。
ぼ
う
け
ん

広
場
に
て
コ
ロ
ナ
へ
の
注
意
等

の
説
明
の
後
、
檍
地
域
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
か
ら
瞬
間
冷

却
材
の
提
供
を
受
け
熱
中
症
対

策
も
考
慮
し
な
が
ら
散
策
を
ス

タ
ー
ト
。

　

ア
ジ
サ
イ
の

道
を
は
な
し
ょ

う
ぶ
園
へ
、つ

い
先
日
ま
で

「
は
な
し
ょ
う
ぶ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
見
頃

で
あ
っ
た
が
例
年
よ
り

花
が
少
な
い
感
じ
が
し
た
。

　

は
な
し
ょ
う
ぶ
園
を
後
に
、

次
は
御
池
（
み
そ
ぎ
池
）
に
向

か
う
。
途
中
、
久
し
ぶ
り
に
会

っ
て
懐
か
し
そ
う
に
話
す
人
、

冷
却
剤
を
首
に
当
て
な
が
ら
歩

く
人
、
皆
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

御
池
（
み
そ
ぎ
池
）
は
、
古
事

記
で
伊
邪
那
岐
命
（
い
ざ
な
ぎ

の
み
こ
と
）
が
黄
泉
（
よ
み
）

の
国
か
ら
帰
っ
て
「
み
そ
ぎ
祓

え
」
を
し
た
場
所
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
松
林
の
中
に
ぽ
っ
か

り
と
空
い
た
空
間
は
今
も
清
ら

か
な
水
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
池

一
面
に
約
四
〇
〇
〇

本
の
ス
イ
レ
ン
が
咲

き
誇
り
、
神
秘
さ
に
花

を
添
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ま
さ
に
ス
イ
レ
ン
満

開
の
池
の
周
辺
で
休
憩
し
、
地

元
の
自
然
の
良
さ
を
満
喫
し
ま

し
た
。
そ
の
後
移
動
し
、
食
事

を
し
て
楽
し
い
抽
選
会
を
行

い
、
再
会
を
誓
っ
て
散
会
し
ま

し
た
。

　

木
花
地
区
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
催
し
、
他

の
地
域
の
団
体
と
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　このたびは、さんさんクラブ宮崎市だより第
89号へ広告のご協賛を賜り、誠にありがとうご
ざいました。こうして無事に発行することができ
ますのも、ひとえにスポンサーの皆様方のご厚情
の賜物と深く感謝しております。
　今後もより良い新聞づくりに向け、努力精進し
てまいりますので、ご支援のほどよろしくお願い
いたします。　　　　　　さんさんクラブ宮崎市

広告にご協賛いただいた皆様への御礼
　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ
よ
り

八
十
九
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
、「
さ

ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
」
の
受
賞
者
様

お
よ
び
団
体
様
の
情
報
を
中
心
に
お

届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影

響
下
に
お
い
て
「
例
年
通
り
」
と
い

う
言
葉
が
消
え
、
こ
と
あ
る
ご
と
に

立
ち
止
ま
り
悩
み
考
え
る
日
々
が
続

く
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識
や
経

験
を
生
か
し
て「
生
き
が
い
づ
く
り
」

「
健
康
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に

は
敬
服
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
の
大
会
で
の
ご

受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご

寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　

︵
事
務
局　

児
玉
︶

編

集

後

記

club-m

ki-sa

nc
lu
b-
m

za ccluub

kki-saaa

nncc
luu
b

zzaa

自
然
を
満
喫
・
歩
こ
う
会

檍
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

井
野　

三
男

檍地区

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
の
交
流

木
花
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

長
友　

武
久

木花地区

開 催 日：9月 27日㈫
開催場所：ひなた木の花ドーム
参加者数：80名（女性のみ）
交流先団体：宮崎市地域婦人連合会

開
催
日
：
9
月
29
日
㈭

開
催
場
所
：
ひ
な
た
木
の
花
ド
ー
ム

参
加
者
数
：
１
８
２
名

交
流
先
団
体
：
野
島
神
社
・
そ
の
他
団
体


